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研究分野：	医療の哲学　臨床倫理学　臨床死生学／ 西欧中世哲学・キリスト教思想史
研究内容：	�医療・介護従事者たちとの対話を通して、現場に臨む哲学を志しています。とくに、ケア提供側が本人・家族との

コミュニケーションを通して、医療・介護を適切に進めるためにどう対応したらよいか（臨床倫理）、また、そこで 
いのち（生物学的生命／人生）をどう把握できるか（臨床死生学）について理論的・実践的考究を進めています。

生物学的生命と物語られるいのち

　医療の場で《人のいのち》について考える際に、いのちに向かう二重の視線・

二重の焦点があることを踏まえることが重要です。まず、身体に定位して生命体

を捉える時、対象となっているのが「生物学的生命（=biological life：生命の

論（ロゴス）の対象である生命）」です。これに対して、私のいのちを「人生」と

して見る時、それは「物語られるいのち（biographical life：いのちの物語り

の主題となるいのち）」です。人は、自分の生の物語り（来し方・行く末）を、周

囲の人の生の物語りと重ね合わせながら、創り出しつつ、生きています。

　医学は、人の（「ヒトの」）身体を生物学的生命体として見て、正常と異常を区

別します。しかし、本人は、身体が異常であるということ自体ではなく、それが

私たちの生活、ひいては人生に支障をきたす仕方で私たちに現われてくるのを感

じます（＝自覚症状）。

　物語られるいのちは、生物学的生命を土台として、その上に成り立っています。

しかし、価値という点では、前者が後者の価値の源（評価の基準）です。つまり、

身体の異常が悪いと評価されるのは、私の物語られるいのちにとって不都合だか

らです。寿命は長いほうが良いと一般に言われるのも、通常長いほうが物語られ

るいのちをより豊かにするからにほかなりません。

　治療方針の決定は、単に生物学的生命の次元に注目するだけでなく、物語られ

るいのちの次元をも考え併せて、否、そればかりか物語られるいのちにとっての

益と害に基づいて行うのが適切です。そこで、このことを実現できるように、意

思決定プロセスを整える必要があります。私たちは、これを《情報共有から合意

へ》というものとして提案しています。すなわち、生物学的生命についての医学

的判断と医療的介入の選択肢は、医療側から患者側に流れる情報です。患者本人

の人生の事情、価値観といった物語られるいのちについての情報は、本人側から

医療側に流れる情報です。こうした情報を共有しつつ、どうするのが本人の人生

にとって最善かについて合意を目指すわけです。

　こうした考え方は、人文科学（哲学・倫理学）を背景とする私が、医療・介護

現場の実践家たちと共同で見出してきたものであり、実際の医療・介護方針の選

択という意思決定プロセスを整えるために使われつつあります。臨床倫理学には、

理論的に批判に耐え、かつ現場で実際に使えるものを提供する責務があります。

最近の活動としては、高齢者への人工的水分・栄養補給をめぐるガイドラインと、

これに対応した本人・家族の意思決定を支えるツール作成を行っております。
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人文科学者が医療・介護現場に臨む実践的研究
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「生きる人」としてのいのち
●�自分の人生の物語りを創りつつ
 生きている主体（＝個）
●人々の物語りは重なり合う
●誕生から死までの物語り
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「生ける身体」としての生
●�生物学的個体
●医学が注目する対象
●人の生の土台


